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第4１回（令和４年度）
肢体不自由児・者の美術展／デジタル写真展
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第４１回（令和４年度）「肢体不自由児・者の美術
展／デジタル写真展」（後援・協賛：全国特別支援
学校肢体不自由教育校長会をはじめ厚生労働
省・文部科学省・東京都など１３団体）が、令和４
年１２月１日～４日までの４日間、東京池袋の「東
京芸術劇場」において開催されました。

特賞２８点をはじめとする１２２点を展示するとと
もに、特賞受賞者の表彰式を行いました。表彰式
は、昨年同様に受賞者の皆様への新型コロナウ
イルス感染症の感染予防を第一に考えまして、
受賞者の皆様は学校・施設や自宅からオンライン
参加、来賓の方には会場に出席いただくハイブ
リッド方式で執り行いました。

開催初日には、当協会常陸宮殿下のご臨席の
もと、開会式を行い、殿下に作品をご鑑賞いただ
きました。リモートで殿下をお迎えした受賞者２名
より作品に込めた思いや制作の苦労についてお
聞きになり、それぞれに「おめでとうございます」と
お祝いの言葉をかけられました。
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書の部で受賞の青森県立八戸第一養護学校中学部３年古田光さんは、「この作品は、修学旅行先
での博物館で出会った歌川広重の東海道五十三次を題材にしています。文字は、あたたかみを感じ
られるよう工夫し、時々かすれを意識して、自然の雄大さを表現しました。今回の経験を糧に、これか
らも表現活動に挑戦していきたいと思います」

絵画の部で受賞の横浜市立上菅田特別支援学校高等部１年阿部華鈴さんは「この作品は、千葉か
らの帰り道に車の中から見た夕暮れの空です。一番見ていただきたいのは、電柱や建物を真っ黒に
しながらも遠近法を使ったり、夕日の空を表すためにグラデーションにしたりして描いたことです。夕
日の映り変わりゆく空の一瞬を美しい風景を高校１年生の夏の終わりとして描きました。それが認め
ていただけて嬉しいです」と殿下にお話しされました。
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引き続いて行われました表彰式は、主催者である当協会の遠藤浩理事長の挨拶にはじ
まり、来賓や審査委員の方々をご紹介後、厚生労働大臣賞をはじめとするそれぞれの団
体賞を受賞された皆様をお一人ずつ表彰しました。受賞された皆様には、あらかじめ徽
章と記念のメダル等をお送りしてあり、参加いただきました。



「はげみ」は、障害児・者を育てるお父さん、お母さん、ご家族のみなさんなどの励みとなるようにと発行されてから
６０年を超えました。編集委員には、文部科学省の菅野視学官をはじめとするそれぞれの分野の専門の方にお願
いし、医療のこと、訓練のこと、教育のこと、福祉制度のこと、しつけや生活にかかわる情報提供や、いろいろなテー
マを最近の動向にあわせて分かりやすく解説しています。
お父さん、お母さん、施設の職員の方、学校の先生方などのみなさんに読んでいただける情報誌です。

「はげみ」について

令和４年度より「はげみ」では、年６回発行の最初の号４／５月号にて
「ミラコン～未来を見通すコンテスト～プレゼンカップ全国大会」を特集さ
せていただくことになりました。素晴らしい提言を多くの人に届けることに
多少なりとも寄与できると考えております。また、次を目指す生徒さんた
ちの「傾向と対策」ともなる参考書としても役立つことと思います。
現在、先月（１２月１４日）に開催されましたミラコン２０２２ 第５回プレゼ
ンカップの特集号を令和５年４月１０日に発行すべく準備中です。
単号でも取り扱いますが、ぜひ年間購読でのお申込みをよろしくお願い
いたします。
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日本肢体不自由児協会刊行情報誌

毎回全肢長事務局様にお時間をいただき「はげみ」の広報をさせていただいておりますが、
購読者の減少が続いております。２０年以上価格を据え置いて参りましたが、制作費の高
騰もあり、令和５年度より価格を改定させていただくことといたしました。

年間購読料 4,180円→4,950円（送料込み）
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

すでにご購読いただいている学校も多くありますが、各校で1セットの年間購読をご検討いた
だけますようよろしくお願いいたします（公費扱い等も可能です）。
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